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K E Y  C O N C E P T

「幸福寿命」という考え方

健康寿命

介護を受けず、心身ともに自立して

生活できる期間

身体的な自立度を測る指標

生きることの質までは表さない

幸福寿命

心が満たされ、生きがいや喜びを

感じながら過ごせる期間

障がいが残り、車いすが必要になっても

笑い合い、味わい、心動かされる幸福はある

健康寿命が尽きた後も、幸福寿命は延ばすことができる
２０４０年にむけた医療・地域づくりの本質的な目標

調査年 男性（山梨） 全国順位 男性（全国） 女性（山梨） 全国順位 女性（全国）

H22
（2010）

71.20年 5位 70.42年 74.47年 12位 73.62年

H25
（2013）

72.52年 1位 71.19年 75.78年 1位 74.21年

H28
（2016）

73.21年 1位 72.14年 76.22年 2位 74.79年

R1（2019） 73.57年 2位 72.68年 76.74年 2位 75.38年

R4（2022） 73.47年 3位 72.57年 76.16年 4位 75.45年



B A C K G R O U N D

私たちの原点 —— 石和温泉と当院
山梨県笛吹市の石和温泉に隣接する当院は創業61年。温泉地の歴史とともに、その役割も変化してきました。

1961

石和温泉、開湯

新興温泉地として発展し、周辺に温泉病院が数

多く設立

その後

新興温泉地の停滞

社員旅行の減少などにより、歓楽街中心の温泉

地は次第に活気を失う

制度変遷

温泉病院からリハビリ病院へ

医療制度の変遷とともに、リハビリテーション病院と

しての役割を担う

温泉から始まる医療と観光は、それぞれ地域にとって大切な役割を果たしながらも、これまで横断的に連携する仕組みは十分ではありませんでした。
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T U R N I N G  P O I N T

課題意識の高まり

新型コロナウイルスの流行

温泉地が大きな打撃を受ける

東京オリンピック・パラリンピック

障がい者の社会参加、機運が高まる

誰もが楽しめるまちづくりへ

障がいがあっても、高齢であっても、安心して
温泉地を楽しめるように

健康寿命を失った方々の幸福寿命を、医療者の手で支えたい
活力のない温泉地を私たちの力で元気にしたい
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T H E  S P A R K

転機 —— 吉田均名誉教授からの提案

山梨県立大学

吉田均名誉教授からのご提案

「病院が地域の観光資源と結びつくことで、患者の社会参加と地域経済の双方に貢献できる」

「温泉地が求めているのはハードウエアだけでなくソフトウエアの力が必要である」

この考え方に強く共鳴 —— やがて笛吹市観光振興計画にも位置づけられ、地域全体で取り組む流れが形になっていきました。
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地域おこしや観光振興（山梨県の観光や国際観光文化交流
など）のスペシャリスト



L A U N C H

「甲州リハ・サポツアーセンター」設立 since 2024 

ゼロからの出発

甲州リハビリテーション病院

医療・リハビリの専門知見

石和温泉旅館協同組合

宿泊・観光の受け入れ体制

笛吹市

行政・地域振興の後押し

笛吹市医師会

地域医療機関との連携

山梨県立大学

調査・人材育成での協働

病院が主導するユニバーサルツーリズム事業は、全国的にも非常に珍しい取り組みです。
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笛吹市ユニバーサルツーリズム連携研究会



W H A T  W E  D O

センターの支援内容

一人ひとりに応じた支援

車いすの種類の選択を含む福祉用具のレンタル

食事形態

入浴介助支援

移動への不安 など、個々の状況に応じて準備

旅館への設備助言・ホスピタリティ研修まで、看護師・介護士・リハ

ビリテーション療法士らが一体となって旅を支えます。

チーム体制

看護師 × 介護士 × リハビリ療法士

専門職が旅の準備から当日の介助まで一体となってサポート

旅館との連携

設備助言 ＋ ホスピタリティ研修

ハードウエアに関する助言とソフトウエアに対する研修

受け入れる旅館側の体制づくりまで支援
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supported by めぐとも（株）



第1回 笛吹市ユニバーサルツーリズム連携研究会 温泉エッセイスト山崎まゆみ氏の講演会

第1回 福祉のまち基礎研修「車いす編」 実技 第1回 福祉のまち基礎研修「車いす編」 講演



モニターツアー実施
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RESULTS

実績と評価

観光庁の補助金事業

に採択

モニターツアーを実施

今春実施、温かい声をいただく

「人に優しい地域の宿づくり賞」

第29回にて、リクルート「じゃらん」賞を受賞

観光庁「ユニバーサルツーリズム」優良事例に選出（山梨県初）

全国の先進的な取り組みのひとつとして紹介されました

観光庁 旅行会社向けマニュアルに掲載（山梨県初）

受け入れ事例として掲載され、全国への波及が期待されます
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ユニバーサルツーリズムによるケアラー支援

ケアラーが直面する課題

●要介護者から目を離せず、外出や旅行を

あきらめてしまう

●自己実現の機会喪失・社会的孤立

●休む間もない介護で心身の負担が蓄積

していく

甲州リハ・サポツアーセンターの

ユニバーサルツーリズム

●PT・OT・ST等のリハビリ専門職が同行

し、医療的配慮が必要な方でも安全に

外出できる

●移動・宿泊・観光の各場面をきめ細かく

サポート

●要介護者と家族が“一緒に”旅を楽しめ

る

ケアラー支援としての効果

●介護を「外」へ持ち出す、新しい形のレス

パイト

●気分転換と社会的孤立の解消

●家族の思い出づくり＝「幸福寿命」の実

現

県民一人ひとりが自由な選択をし、活躍できる「介護離職ゼロ社会」の実現



CHALLENGES  AHEAD

取り組みは、まだ道半ば

県内での認知度は十分とはいえません

ケアラーを含め、旅を諦めている多くの方々に、この仕組みは
まだ届いていません。

¥

自治体からのサポートが必要です

財源の確保に課題があり、病院の自主的な取り組みに依存。
継続と拡大には安定した予算の確保が不可欠です。
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CLOSING

ユニバーサルツーリズムは幸福寿命を延ばし

ケアラー支援も実現できる有用な手段です

病院が地域の観光と手をつなぐことで、健康寿命の先にある幸福寿命を一日でも長く延ばしていきます。

法人理念 心をこめ保健・医療・福祉で地域貢献

ケアラー支援 介助の代行や付き添いで負担を軽減し、本人だけでなく介護するご家族にも休息と旅を楽しむ時間を届けます。

医療法人銀門会 甲州リハビリテーション病院 × 石和温泉旅館協同組合 × 笛吹市 × 笛吹市医師会 × 山梨県立大学

甲州リハ・サポツアーセンター



summary
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山梨日日新聞
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